
◆期　間　2004年８月７日（土）・８月８日（日）�
◆会　場　西南学院大学（左図参照）�
◆対　象　障害児者の教育・福祉に携わる教職者・保育者・指導

員・介護職などや，PT・OT・ST・保健職・看護職・
医師・ボランティア・学生・親など。�

◆定　員　200人（先着順）�
◆受講料　①一般：12,000円，②継続受講または２名以上でのグ

ループ参加：11,000円，③学生：10,000円�
　　　　　（税込：レジュメ・資料代含む）�
◆主　催　障害児教育方法研究会�
◆共　催　福岡地域生活支援勉強会�
◆後　援　福岡県教育委員会／福岡市教育委員会／北九州市教育

委員会／福岡県社会福祉協議会／社団法人大野城すば
る園／社会福祉法人おおほり苑／西日本新聞社／朝日
新聞社／読売新聞西部本社／他�

◆協　賛　（株）コレール社�

※地下鉄西新駅から徒歩５分。�
※西新駅までは福岡空港駅から地下鉄で約17分，
博多駅から約12分です。�

〒１８０－００２３ 　東京都武蔵野市境南町３－２４－１６－２０１　コレール社内　TEL ０４２２－３４－６５６３�
（コレール社　FAX ０４２２－３４－６０８２　URL  http://www.colere.co.jp）�障害児教育方法研究会�

●期間：2004年８月７日（土）・８月８日（日）�
●会場：西南学院大学�
●対象：障害児者の教育・福祉に携わる教
職者・保育者・指導員・介護職などや，
PT・OT・ST・保健職・看護職・医師・
ボランティア・学生・親など。�

「21世紀の特殊教育の在り方につい
て」の提言後，通常学級における個別
対応をも含めて，現場指導者は日々の
実践に悪戦苦闘をされているのではな
いでしょうか。子どもの状態像を分析
的にかつ的確に把握し，個別に具体的
な特別支援を構築することが求められ
ています。�

「特別支援教育の実務と展開」（第３講）
は，特別支援教育を担う組織と指導技術を，
理論と個々の子どもを支える指導の実践
を学びます。�

『「生きる力」を創るとは』と題し，まず
第１講「特別支援教育の基礎としての医学」
を取り上げる。現場の援助者が知っておくべ
き小児医学の最新情報を概観します。�
次に，第２講「生涯支援の理論と実際－行動
障害を中心に－」と題し，①幼児期，②学齢
期，③青年期，それぞれにおける挑戦的行動
への援助の実践を全体の理論とともに学びま
す。�

本年は，「生涯を支えるということ
－人権を守るという視点から－」と題
し，弁護士の副島洋明氏，映画監督の
西山正啓氏，重症心身障害者施設理事
長の日浦美智江氏，による〈公開シン
ポジウム〉を企画しました。３氏によ
る力強い提案をご期待下さい。これら
の企画が，21世紀の教育・福祉の担い
手の，資質向上の一助となることを願
って止みません。�

（申請中含）�
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第１講�

医　学�
特別支援教育の基礎としての小児医学�
－援助者が知っておくべき小児医学の最新情報を概観する－�

筑波大学名誉教授　長畑正道�

弁護士　副島洋明�
●白河育成園事件や愛成学園事件など障害者の人権問題に取り組む�

映画監督　西山正啓�
●「心の言葉を聴く」など障害者のドキュメンタリー映画を撮り続ける�

社会福祉法人　訪問の家理事長　日浦美智江�
●横浜市で長年，重症心身障害者の生涯支援に奔走する�

西南学院大学教授　野口幸弘�
●福岡市で長年，知的障害者の地域生活支援に取り組む�
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第２講�

生涯支援�
生涯支援の理論と実際 －行動障害を中心に－�

筑波大学助教授　園山繁樹�

理論：挑戦的行動の理解と支援�

実践：①幼児期の支援の実際－家庭における援助実践－�
　　　②学齢期の支援の実際－学校における援助実践－�
　　　③青年期の支援の実際－福祉における援助実践－ 

討論：個のＱＯＬを確立する生涯支援を考える�
　　　－質問応答を中心に，第２講講師全員で討議する－�

第３講�

教　育�
特別支援教育の実務と展開�

明治学院大学教授　緒方明子�

福岡市発達教育センター指導主事　森　孝一�

理論：特別支援教育を担う組織と指導技術�

実践：個々の子どもを支える指導の実際�

＜質疑応答＞�

公開�
シンポ�
ジウム�

「生涯を支える」ということ�
　　　　　－人権を守るという視点から－�

＜受付＞�

（講師交渉中）�

’04　サマーセミナー受講申込書�’04　サマーセミナー受講申込書�

プログラム�プログラム� 申込方法�申込方法�

受講証明書�ご勤務先�

受付�
◇受講申込書の所定欄にご記入いただき，受講
料およびご希望に基づき受講証明書発行手数
料を同封の上，現金書留にて，研究会事務局
までお送り下さい。定員になり次第，締め切
ります。�
◇受講申込書を受領次第，受講票・受講料預か
り証（領収書は当日お渡しいたします）等を
お送りいたします。�
◇受講票は，大会当日に受付へご提示いただき，
確認の上で資料等をお渡しいたします。�
�
�
質問等�
◇各講義とも，もし触れてほしい疑問・質問等
がありましたら，ぜひ申込書所定欄にご記入
下さい。責任をもって，講師各位にお伝えい
たします。�
�
�
受講証明�
◇ご希望の方には受講証明書を発行します。受
講申込書の所定欄にご記入いただき，発行手
数料１，０００円（１枚につき）を加えて，お申
し込み下さい。�
�
�
割引制度�
◇２名以上でのグループ参加，および以前に本
セミナーに参加されたことがある方は，受
講料１１，０００円にて，現在学生の方は受講料
１０，０００円にて，受付いたします。�
�
�
その他�
◇申込みはキャンセルできませんが，代理の方
の受講はかまいません。�
◇宿泊は，事務局ではお世話いたしかねます。�
◇当日，会場で関連図書の販売をいたします。�
�




